
  

 鹿 児 島 市 立 中 洲 小 学 校 
 

    

      ４０ぷんかん じぶんから すすんで たのしく  
がくしゅうに とりくみましょう。 

 

☆  かてい学しゅうをはじめるまえにすること 

       １ テレビを けす。 
     ２ つくえの まわりを きれいにする。 
      ３ しせいを 正しくする。 
 

☆  学しゅうするないよう 
 

 おうちのかたへ 

 学習中は，できるだけ静かにし， 
子どもが集中できる環境をつくって
ください。また，次の日の準備までし
っかりできる習慣が身につくよう見
届けや声かけをお願いします。 

  
◇ きょうかしょの音どく 
・ おはなしに出てくる人の気もちになって，こえやよみかたをかえてみよう。 
・ おうちの人にきいてもらいましょう。  
・ なんどもよんで おぼえましょう。 

 
◇ ひらがな・カタカナ・かん字のれんしゅう 
・ きょうかしょやドリルを見ながら，よみがな・おくりがなを 正しく書きましょう。  
・ 字のかたち（とめ はね はらい）や，書きじゅんにも 気をつけましょう。 

 
 ◇ けいさんのれんしゅう 
・ きょうかしょや ドリルをつかって れんしゅうしましょう。 たしかめまで。  
・ ときどきは，おうちの人に タイムを はかってもらいましょう。 

   ※ しゅくだいプリントは，おうちの人に こたえあわせをしてもらいましょう。 
 
 ◇ にっき        
  ・  一日のできごとで，こころにつよくのこったことをかきましょう。（したこと・見たこと・  
   きいたこと・はなしたこと・うれしかったこと・がんばったことなど） 
  ・  おもったことや かんじたことを よくおもい出して かきましょう。 
・ ならったかん字は 正しく つかいましょう。 

   ※ かけたら  おうちの人に 見てもらいましょう。 
 
 ◇  どくしょ・・・ まい日 じぶんでよんだり おや子でよんだりしましょう。 

休みの日などは，おうちの人によんでもらったり，こうた 
いでよんだりして たのしく どくしょ しましょう。  

じかんわりを 
しっかり  たしかめ

ます。えんぴつも

けずりましょう。 
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      毎日４０分～１時間くらい，学校での学習のふく習や，自分で決 

めた学習に集中して進んで取り組みましょう。 
 

☆  家庭学習を始める前に・・・ 
   １ テレビを消しましょう。 
  ２ つくえのまわりを 
   きれいにしましょう 
 
 

 おうちのかたへ 
  学習中は，できるだけ静かにし子どもさんが， 
 集中できる環境をつくってください。また，次の 
 日の準備までしっかりできる習慣がつくよう見届 
 けをお願いします。 

《学習の取り組み内容》 

１ 音 読  ・ 国語で学習しているところを声に出してはきはきと読みましょう。 

２ 漢 字  ・ 毎日７０～８０字くらい教科書や漢字ドリルをよく見て，正しい筆順で， 

       とめ・はね・はらいに気をつけて書きましょう。 

３ 日 記  ・ 五感をつかって，書く題材を見つけておきましょう。 

            ・ 一日をふりかえって，心に強く残ったことを書きましょう。 

            ・ 題をつけて，そのことを中心に書きましょう。 

            ・ 詩や手紙のように書くなど，書き方に変化をつけましょう。 

 

４ 宅習   国語…わからない言葉の意味や新しい漢字について調べる。 

        社会…授業の復習や，身近な生活で関係あることを調べたりする。 

    算数…授業の復習や，計算ドリルなどで計算の練習をしたりする。       

      理科…授業の復習や身近な自然を調べる。 

 

 
 

     ☆ 忘れ物がないように，しっかり準備をし， 

確かめましょう。 

 



鹿 児 島 市 立 中 洲 小 学 校  

 

      毎日１時間から１時間３０分程度，学校での学習の復習や，自 

分で決めた学習に集中して進んで取り組みましょう。また，分から 

ないところ・苦手なところを中心に，自分に合った学習をしましょう。 

 
 
《学習の取り組み内容》 

１ 音 読  ・ 国語で学習しているところや，いろいろな教科の文章を，声に出して 

       はきはきと読みましょう。 

２ 漢 字  ・ 毎日１００字～２００字程度 

      ・ 漢字ドリルをよく見て，字形に注意して正確に書きましょう。 

３ 日 記  ・ 一日をふりかえって，心に強く残ったことを書きましょう。 

・ 主題がはっきりした内容にしましょう。 

・ 書き出しを工夫しましょう。（「今日は○○がありました。」では 

 なく，会話文や一番伝えたいこと，印象に残ったことなどを始めに書く。 

・ 作文を書くときのきまりを守って書きましょう。 

（改行・「」・「、」「。」） 

            ・ 自分の気持ちを「楽しかった」「うれしかった」だけではなく，「心

の中の自分が『やったぁ』とガッツポーズをしていました」のように，

自分なり表現の工夫をしましょう。 

            ・ 習った漢字は正しく使いましょう。 

４ 宅 習    学校で出された課題や苦手な内容の復習に取り組みましょう。 

    【例】国語… 言葉の意味調べ，教科書の文の視写，作者の他の作品調べ 

          社会… 授業の復習や資料集で調べたことのまとめ 

     算数… 授業の復習や，計算ドリルなどで計算の練習 

       理科… 授業の復習や植物・道具の名前のまとめ 

          ※ いろいろな種類の読書にも取り組みましょう。 

 

    ☆ 忘れ物がないように，しっかり準備をし， 

     確かめましょう。 


